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3-4 地下水質 (TDS) 

図 3-8 は各帯水層における TDS 濃度分布を示す。 

(1) カラハリ帯水層 

高濃度のTDS分布は南東部の特にJ-6付近に顕著である。これは、Pre-Kalahari ValleyあるいはSalt 

Block に相当する地域である。TDS 最高値は、J-6 における 14,874 mg/l であった。WHO の基準による

と、飲料水の TDS 濃度は 1,000 mg/l 以下であるとされる。 

(2) アウオブ帯水層 

J-8 付近で TDS 濃度が高い。Salt Block の存在は目立たなくなっている。TDS 最高値は、J-8 におけ

る 6,754 mg/l である。調査地域の北東側の半分はカラハリ帯水層と同様良好な水質を保っている。 

(3) ノソブ帯水層 

アウオブ帯水層同様 J-8 付近で TDS 濃度が異常に高い(33,500mg/l)。ノソブ帯水層の水質は、3帯水

層中一番悪い。 
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< 図 3-7 カラハリ帯水層の長期水位変動 > 
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